
 令 和 ５ 年 ４ 月 
         保護者の皆様 重要（要掲示保管用）                                                                  横浜市立黒須田小学校 

校長   平岡 仁樹 

各種警報発令及び降灰予報発表時、ならびに大規模地震発生等における児童の安全確保 
横浜市内とは〔神奈川県全域または神奈川県東部または横浜・川崎地区〕       ～横浜市学校防災計画〔横浜市教育委員会〕より～     

非常変災の状況 学校の対応 保護者の対応   備考（給食等） 

 

 

登

校

前 

 午前６時に次の警報・予報が発令（発表）継続中の場合 

 

〔１〕「暴風を伴う」警報発令中の場合 

        ※（例）大雨洪水暴風警報／暴風雪警報等 

〔２〕「大雪」警報発令中の場合 

〔３〕「暴風雪」警報発令中の場合 

〔４〕「特別」警報発令中の場合 

〔５〕「降灰」予報が発表された場合 

大規模地震（横浜市内のいずれかで、震度５強以上）発生の場合 

東海地震注意情報・予知情報・警戒宣言発令時の場合 

臨時休校 

□原則学校から連絡はしない 

※補足的にメール配信をする場合があります

が、基本的にはないものとお考えください。 

 

自宅（待機）学習 

□各種の情報機器を活用し安全確保に関する情報

収集 

※気象庁ホームページ 

※横浜市ホームページ 

 （横浜市一般気象情報開く） 

※横浜地方気象台（１７７）等 

給食は全市一斉中止 

 

 

□上記以外の「警報」や「注意報」が出ている場合等 原則平常授業 

 

原則平常登校 

□通学路や河川等の状況によっては、保護者の判

断で登校を見合わせることができる。 

給食は通常実施 

□保護者の判断で登校を見合わせた場合は遅刻、欠席と

はならない（「出席停止・忌引等」に該当する）。 

 

 

登 

校

後 

 

 

 

〔１〕「暴風を伴う」警報発令時の場合 

 ※（例）大雨洪水暴風警報／暴風雪警報等 

〔２〕「大雪」警報発令時の場合 

〔３〕「特別」警報発令時の場合 

〔４〕「台風接近」や不測の事態発生時の場合 

状況により下校方法判断 

□通常下校／一斉下校／下校時刻変更 

□保護者による引き取り等 

※「メール配信」「緊急連絡網」「ホームページ」

等活用し保護者に連絡 

緊急事態への予測及び対応 

□学校の措置に対応できるよう、事前 

に家族等で共通理解及び対応検討 

給食は状況により判断 

大規模地震（横浜市内のいずれかで、震度５強以上）発生の場合 

大規模地震以外でも、地震発生時に次のようなことがあった場合 

〔１〕周辺の鉄道が運休し、再開の見込みが立たない場合 

〔２〕黒須田小学校、及び周辺の地域が停電となっていて、児童を安

全に帰宅させられないと判断される場合 

〔３〕「降灰」予報が発表された場合 

〔４〕東海地震注意情報・予知情報・警戒宣言発令時の場合 

授業打ち切り・学校留め置き 

□原則学校から連絡はしない 

※補足的にメール配信をする場合があります

が、基本的にはないものとお考えください。 

□保護者（指名依頼者含む）による 

直接引取りまで学校留め置き 

直接引き取り 

 

原則給食中止 

※ただし種々の状況を勘案し、臨機応変に対応 

☆登下校の途中に大規模な地震が発生した場合、児童は次のように行動するようにします。ご家庭でもお子さんへのご指導をお願いします。・学校か自宅か近い方に避難する。・帰宅した場合は、できるだけ早く学校へ連絡する。・帰宅したが保護者がいない場合は、学校に避

難する（近所の共助に優先するものではない）。 

☆引き取りの際は、児童引き取りカードに記載されている方のみに引き渡します。大規模地震が発生したときには、メール配信等の連絡手段が滞ることがありますので自主的に引き取りにきていただくことも想定されます。 

☆市内で震度５強以上の地震が 1 箇所でも発生した場合は、当日及び翌日は休校とします。また、火山噴火による降灰が継続している間は休校とします。ただし、被害が少ないなど状況によっては、学校長の判断で教育活動を継続する場合があります。休校・学校再開につ

いては学校ホームページ、メール配信の２つの方法で伝達します。 ・気象状況から一斉下校や留め置き・保護者引き取りが考えられそうなときは、できるだけ外出を避けて自宅待機をお願いします。 

状況よっては、給食時間を変更

等する場合がある 

 


